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グリーンリカバリーの知恵

世
界
を
大
き
な
混
乱
に
陥
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
に
は
、
思
わ
ぬ

副
産
物
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が

大
幅
な
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
の
減
少

で
す
。
も
っ
と
も
経
済
活
動
の
急
収
縮
に
頼
っ
た
排
出
削
減
は
、
経
済
の
回
復
と

と
も
に
後
戻
り
し
か
ね
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
後
の
復
興
を
ど
う
脱
炭
素
に
つ
な
げ
て

い
く
か
、
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
の
知
恵
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
リ
カ

バ
リ
ー
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
景
気
後
退
へ
の
対
策

で
、
環
境
を
重
視
し
た
投
資
な
ど
を
通
し
て
経
済
を
浮
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
手
法

で
す
。
気
候
変
動
へ
の
対
応
や
生
物
多
様
性
の
維
持
と
い
っ
た
課
題
の
解
決
に
重

点
的
に
資
金
を
投
じ
、
そ
こ
か
ら
雇
用
や
業
績
の
拡
大
で
成
果
を
引
き
出
し
ま

す
。
先
進
国
を
中
心
に
、
各
国
が
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
を
意
識
し
た
景
気
刺
激

策
を
相
次
い
で
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
異
常
気
象
が
相
次
ぎ
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
世
界
共
通
の
優
先
課
題

で
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協
定
は
、
地
球
の
気
温
上
昇

を
産
業
革
命
前
か
ら
2
度
以
内
に
抑
え
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
日
米
欧
の
ほ
か

中
国
も
、
温
暖
化
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
掲
げ
、
水
素
活
用
の
推
進
な
ど
に
巨
額
の

資
金
を
投
じ
る
方
針
で
す
。
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し
に
お
い
て

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
い
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
が
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
の
8
割
以
上
を
占
め
る
わ
が
国
の
現
状
を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
に

取
り
組
む
こ
と
は
国
の
責
務
と
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
エ
ネ
を

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
時
代
の
主
力
電
源
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害
の
増
加
が
世
界
経
済
の
脅
威
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
気
候
変
動
対
策
を
経
済
成
長
や
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
る
道
筋
を
描
け
な
け

れ
ば
、
産
業
界
の
理
解
は
得
ら
れ
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
気
候
変

動
対
策
に
反
す
る
活
動
へ
の
批
判
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
が
環
境
負
荷
の
高
い

産
業
を
支
援
す
れ
ば
、
投
資
家
な
ど
か
ら
批
判
を
浴
び
て
し
ま
い
ま
す
。
民
間
で
は
、

石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
の
投
資
引
き
揚
げ
な
ど
、
よ
り
環
境
を
配
慮
し
た
行
動
へ

の
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
は
、
今
後
の
経
済
回
復
の

局
面
で
コ
ロ
ナ
拡
大
前
と
同
じ
生
活
や
企
業
活
動
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い

形
態
に
転
換
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
加
速
す
る
た
め
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。

生
いのち

命を守る体制の強化とコロナ後を見据えた諸施策

東
京
岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
岐
阜
県
政
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
一
月
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
各
地
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
等
、

皆
様
の
生
活
様
式
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
東
京
岐
阜
県
人
会
総

会
及
び
懇
親
会
」
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
会
員
同
士
の
交
流
に
支
障
を
き
た

す
事
態
に
直
面
さ
れ
た
と
存
じ
ま
す
。
会
員
相
互
だ
け
で
な
く
岐
阜
県
内
の
ご
親
族
、
ご
友

人
の
方
々
と
活
発
に
交
流
で
き
る
日
が
、
一
日
も
早
く
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

岐
阜
県
で
は
、
第
五
波
の
新
規
感
染
者
数
の
急
増
に
対
し
、
宿
泊
療
養
施
設
の
増
床

や
「
臨
時
の
医
療
施
設
」
の
整
備
な
ど
、
医
療
提
供
体
制
の
思
い
切
っ
た
拡
充
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
八
月
末
時
点
で
高
齢
者
の
接
種
率

は
九
十
三
％
と
全
国
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
完
了
し
、
十
月
か
ら
十
一
月
の
早
い
段
階
ま
で
に

は
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
方
に
確
実
に
接
種
い
た
だ
く
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
「
生
命
を
守
る
」
体
制
を
一
段
と
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
再
起
動
に
向
け
、
国
連
世
界
観
光
機
関
が

主
宰
す
る
国
際
的
な
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
、
新
た
な
岐
阜
の
宝
も
の
の
発
掘
、

環
境
・
文
化
な
ど
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
観
光
の
振
興
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

緩
む
こ
と
な
く
世
界
に
通
用
す
る
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、
本
県
ゆ
か
り
の
選
手
の
躍
動
を

目
に
し
て
、
勇
気
と
希
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
は
、
三
十
二
名

が
出
場
し
、
金
メ
ダ
ル
、
銅
メ
ダ
ル
を
含
め
て
十
名
の
選
手
が
入
賞
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
で
は
、
九
名
が
出
場
し
、
二
名
の
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、

素
晴
ら
し
い
成
果
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
入
賞
者
表
彰
状
へ
の
「
美
濃
手
漉
き

和
紙
」
の
採
用
、「
一
位
一
刀
彫
」、「
飛
騨
春
慶
」、「
関
の
刃
物
」
な
ど
の
大
会
関
係
者
へ

の
贈
呈
、
海
外
選
手
団
へ
進
呈
さ
れ
る
記
念
品
へ
の
「
美
濃
焼
」
の
活
用
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

閉
会
式
で
の
「
郡
上
踊
り
」
の
披
露
な
ど
、
多
く
の
場
面
で
本
県
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
成
果
が
、
本
県
の
競
技
力
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
産

業
・
文
化
の
更
な
る
発
信
に
繋
が
る
よ
う
今
後
も
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長  

吉
村 

泰
典

岐
阜
県
知
事

古
田
　
肇 

3 ごあいさつ



去
る
令
和
３
年
10
月
２
日
（
土
）
14

時
よ
り
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ヶ
谷
「
大
雪
」

の
間
に
お
い
て
、
昨
年
7
月
11
日
（
土
）

に
開
催
予
定
だ
っ
た
県
人
会
恒
例
・
夏

の
講
演
会
が
2
回
の
延
期
を
経
て
1
年

3
か
月
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
24
人
の
参

加
を
得
た
。

当
日
は
16
号
台
風
一
過
の
晴
天
。
30

度
の
真
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
の
な
か
、

講
師
は
綺
麗
な
グ
レ
イ
ヘ
ア
と
端
正
な

容
貌
、
薄
紅
や
薄
草
色
、
薄
水
色
で
糸

を
先
染
め
し
ぼ
か
し
の
様
に
巧
み
に
織

り
な
す
伝
統
の
米
沢
も
じ
り
織
の
夏
着

物
と
石
川
県
の
牛
首
紬
の
帯
の
凛
と
し

た
姿
。
講
演
前
半
で
は
グ
レ
イ
ヘ
ア
を

決
意
し
た
要
因
や
周
り
の
対
応
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。

「
グ
レ
イ
ヘ
ア
と
い
え
ば
言
葉
は
奇

麗
で
す
が
、
白
髪
を
染
め
な
い
こ
と
で

す
。
グ
レ
イ
ヘ
ア
に
し
て
自
由
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
グ
レ
イ
ヘ
ア
に
す

る
こ
と
は
自
分
を
固
定
し
な
い
で
い
ろ

い
ろ
な
活
動
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
で
き

る
、
自
由
で
多
様
性
を
得
る
選
択
肢
の

つ
も
り
で
し
た
。」

講
演
後
半
で
は
講
師
か
ら
産
婦
人
科
の

権
威
で
あ
る
吉
村
会
長
に
「
子
作
り
が

終
わ
り
長
生
き
す
る
哺
乳
類
は
珍
し
い

の
で
す
か
」
と
の
質
問
を
投
げ
掛
け
ら

れ
、
女
性
の
特
性
に
つ
い
て
の
興
味
深
い

応
答
が
あ
っ
た
。
会
長
は
「
長
期
に
わ

た
り
生
存
す
る
の
は
ほ
ぼ
人
間
だ
け
で

す
。」
こ
れ
を
「
お
ば
あ
さ
ん
仮
説
」
と

言
い
、
女
性
の
長
生
き
の
進
化
の
意
味

を
説
明
す
る
理
論
と
な
っ
て
い
る
。
人

生
百
年
時
代
に
女
性
が
長
生
き
す
る
の

は
沢
山
の
経
験
値
を
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
く
使
命
が
あ
る
た
め
の
よ
う
だ
。

講
師
は
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
は
、

将
来
を
考
え
選
択
し
な
が
ら
生
き
る
こ

と
も
あ
る
が
、
本
来
は
自
分
を
振
り
返

っ
た
と
こ
ろ
に
見
え
る
も
の
で
、
一
つ

一
つ
の
選
択
が
人
生
の
『
ら
し
さ
』
を

決
め
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

講
演
の
最
後
に
、
会
長
が
「
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康

と
権
利
）、
女
性
ら
し
く
生
き
る
権
利
を

こ
れ
か
ら
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
が
決
め
た
ル
ー
ル
を
も
う
一
度

自
分
の
中
で
見
直
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、

反
発
す
る
力
、
反
発
力
が
必
要
で
は
？
」

と
ま
と
め
た
。
講
師
か
ら
は
女
性
に
対

す
る
多
様
性
あ
る
生
き
方
に
つ
い
て
興

味
深
い
お
話
が
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
多
く
の
方
に
参
加
頂
け
な
か
っ
た
の

が
残
念
だ
っ
た
。

（
文
責
：
小
原 

久
）

令
和
三
年
度 

東
京
岐
阜
県
人
会  

第
十
二
回  

夏
の
イ
ベ
ン
ト

  
近
藤
サ
ト
氏（ 

　
　
　
　
　
　 

）講
演
会

「
私
ら
し
い
生
き
方
、
グ
レ
イ
ヘ
ア
と
い
う
選
択
」

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

日
本
大
学
芸
術
学
部 

特
任
教
授

岐阜県関係者が日本伝統工芸展の「高松宮記念賞」と「日本工芸会奨励賞」を受賞
工芸の世界でのメジャーな賞である第６８回日本伝統工芸展の、高松宮記念賞を高山市にアトリエを構える仏師で人形作家・高
田和司さんの木芯桐塑和紙貼「蒼天」が、そして日本工芸会奨励賞を土岐市の陶芸作家・林恭介さんの「窯変流光彩深鉢」が受賞し
た。９月開催の日本橋三越本店を皮切りに全国１０会場を巡回中。

「杉原千畝展　命のビザに刻まれた思い」が８月４日から23日、日本橋高島屋で開催
第二次世界大戦中、ナチスの迫害から逃れようとするユダヤ人に、外交官の職を賭して２０００通を超える「命のビザ」を発給
して数千人の命を救い、後に「諸国民の中の正義の人賞」（ヤド・バシェム賞）を贈られた杉原千畝。「ギフネット」でも２０１６
年春・夏号で詳しくご紹介したが、今回の展覧会では生き延びたユダヤ人の家族が宝物のように代々子孫に伝えてきた命のビザの
実物が日本で初めて展示された。会場では来場者が、コロナ禍で来日できなかった子孫の語るビデオ・メッセージやビザ発給リス
トに見入っていた。岐阜県出身の杉原を記念する杉原千畝記念館は八百津町にある。また 10月にはエルサレム市が市内の交差点
の広場をチウネ・スギハラ広場と名付け、式典には杉原の息子伸生さん（72）やサバイバーとその子孫約 70 人が出席。「今では
もう何万人もの子孫が残っているので父が聞いたらびっくりすると思う」と語る伸生さんに広場の看板のレプリカが進呈された。

4近藤サト氏講演会「私らしい生き方、グレイヘアという選択」



日
露
合
作
の
『
ハ
チ
と
パ
ル
マ
の
物
語
』
が

日
露
合
作
の
『
ハ
チ
と
パ
ル
マ
の
物
語
』
が

　
　
　
　

    
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
国
際
映
画
祭
で
「
人
と
犬
の
演
技
作
品
賞
」
受
賞

オ
レ
ン
ブ
ル
グ
国
際
映
画
祭
で
「
人
と
犬
の
演
技
作
品
賞
」
受
賞

〜
次
回
作
は
岐
阜
・
飛
騨
か
ら
世
界
へ
〜

〜
次
回
作
は
岐
阜
・
飛
騨
か
ら
世
界
へ
〜

東
京
岐
阜
県
人
会
の
益
田
祐
美
子
会
員
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
映
画
『
ハ
チ
と
パ
ル
マ
の
物
語
』
が
封
切
ら
れ
た
。

ロ
シ
ア
版
”忠
犬
ハ
チ
公
“と
言
わ
れ
る
忠
犬
パ
ル
マ
。
海
外
に
赴
任
し
た
飼
い
主
を
空
港
で
待
ち
続
け
る
シ
ェ
パ
ー
ド
犬 

「
パ
ル
マ
」
と
孤
独
な
少
年
と
の
心
温
ま
る
交
流
を
、
実
話
に
基
づ
い
て
描
い
た
日
露
合
作
映
画
『
ハ
チ
と
パ
ル
マ
の
物
語
』
が 

ロ
シ
ア
で
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
し
た
そ
の
理
由
を
、
ロ
シ
ア
通
の
作
家
・
佐
藤
優
さ
ん
と
、
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
な
俳
優
の
山
本
修
夢

さ
ん
に
、
映
画
上
映
後
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

70
年
代
の
ソ
連
に

タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
で
き
る
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

益
田 

日
本
で
は
２
０
２
１
年
5
月
28
日
か

ら
劇
場
公
開
さ
れ
た
日
露
合
作
映
画

『
ハ
チ
と
パ
ル
マ
の
物
語
』、
実
は
ロ

シ
ア
で
は
一
足
早
く
、
２
０
２
１
年

3
月
18
日
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ロ
シ

ア
で
は
１
７
８
２
館
で
拡
大
公
開
さ

れ
、
初
日
4
日
間
で
約
40
万
人
を
動

員
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
作
を
抜
き
初

週
興
行
成
績
1
位
を
獲
得
。
そ
の
メ

ガ
ヒ
ッ
ト
の
秘
密
を
、
元
外
交
官
で

作
家
で
あ
る
ロ
シ
ア
通
の
佐
藤
優
さ

ん
と
、
映
画
に
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

役
で
出
演
い
た
だ
い
た
山
本
修
夢
さ

ん
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤 

ま
ず
は
で
す
ね
、
山
本
修
夢
さ
ん
の

ロ
シ
ア
語
が
と
て
も
う
ま
か
っ
た
。

そ
の
お
か
げ
で
す
ご
く
自
然
に
物
語

に
入
れ
ま
し
た
。

山
本 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
日

本
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
役
で
出
演

し
て
い
て
、
主
人
公
の
少
年
に
「
日

本
に
も
パ
ル
マ
（
シ
ェ
パ
ー
ド
）
と

同
じ
よ
う
な
ハ
チ
と
い
う
忠
犬
が
い

た
ん
だ
よ
」
と
伝
え
て
、「
い
つ
か
日

本
に
来
て
ね
」
と
呼
び
か
け
る
役
柄

で
し
た
。

佐
藤 

た
だ
、
う
ま
す
ぎ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
ロ
シ
ア
語
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ロ
シ
ア

語
は
も
う
少
し
た
ど
た
ど
し
い
か

ら
。
山
本
さ
ん
の
は
、
む
し
ろ
商
社

員
の
ロ
シ
ア
語
に
近
い
。
も
し
か
し

て
俳
優
に
な
る
前
は
商
社
に
勤
め
て

い
た
の
か
な
、
と
思
っ
た
く
ら
い
。

あ
れ
は
商
社
員
が
女
性
を
口
説
く
時

の
ロ
シ
ア
語
で
す
ね
（
笑
）

山
本 

実
は
撮
影
現
場
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
・
ド
モ
ガ
ロ
フ
Jr.
監
督
か
ら
ユ
ー

モ
ア
混
じ
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
ま
し
て
。「
あ
な
た
の
役
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
だ
け
ど
、
プ
ー
チ
ン
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
よ
う
な
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
じ
ゃ
な
い
」
と
（
笑
）。「
少

年
に
対
し
て
犬
の
魅
力
や
優
し
さ
を

伝
え
る
、
そ
う
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

5 日露合作映画「ハチとパルマの物語」



佐
藤 

こ
の
映
画
、
日
本
で
は
忠
犬
物
語
と

し
て
観
ら
れ
て
い
ま
す
け
ど
、
ロ

シ
ア
で
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
別
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
と
思
う
。
や
っ
ぱ
り
、

１
９
７
７
年
を
舞
台
に
し
た
こ
と
が

大
き
い
で
し
ょ
う
。
私
が
初
め
て
ロ

シ
ア
を
訪
れ
た
の
は
75
年
で
す
が
、

当
時
の
ロ
シ
ア
は
日
本
よ
り
は
る
か

に
豊
か
な
国
だ
っ
た
。
映
画
の
中
の

空
港
で
は
、
乗
客
の
荷
物
の
運
搬
を

機
械
が
自
動
で
や
っ
て
い
ま
し
た
よ

ね
。
当
時
の
日
本
の
空
港
で
は
、
ま

だ
乗
客
が
自
分
で
ト
ラ
ン
ク
を
手
に

持
っ
て
移
動
し
て
い
ま
し
た
か
ら
。

　

70
年
代
の
ソ
連
は
世
界
の
最
先
端

で
、
生
活
水
準
も
極
め
て
高
か
っ

た
。
劇
中
の
ア
パ
ー
ト
を
見
て
も
、

同
時
代
の
日
本
の
居
住
水
準
よ
り
ず

っ
と
高
い
で
し
ょ
う
。
70
年
代
の
日

本
の
ア
パ
ー
ト
な
ん
て
、
6
畳
間
プ

ラ
ス
3
畳
間
と
い
う
間
取
り
が
普
通

で
、
そ
こ
で
家
族
み
ん
な
が
卓
袱
台

を
囲
ん
で
食
事
し
て
、
布
団
も
同
じ

場
所
に
敷
い
て
寝
て
い
た
。
77
年
と

い
う
の
は
、
ロ
シ
ア
が
最
も
豊
か
だ

っ
た
時
代
な
ん
で
す
。

　

し
か
も
、
ま
だ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

侵
攻
前
で
す
か
ら
、
平
和
な
時
代
で
も

あ
り
ま
し
た
。
共
産
主
義
体
制
下
で
は

あ
る
け
ど
、
豊
か
で
平
和
で
、
生
活
の

中
に
人
間
ら
し
い
部
分
も
あ
っ
た
。

映
画
に
出
て
く
る
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト

（
ロ
シ
ア
航
空
）
の
女
性
所
長
も
、

一
見
す
ご
く
厳
格
で
官
僚
的
だ
け

ど
、
実
は
人
間
的
な
優
し
さ
も
持
っ

た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

現
在
60
歳
以
上
の
ロ
シ
ア
人
は
、

「
や
っ
ぱ
り
ソ
連
に
も
良
い
と
こ
ろ

は
あ
っ
た
よ
ね
」
と
昔
を
懐
か
し
ん

で
こ
の
映
画
を
観
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
一
方
で
若
い
人
た
ち
も
、

実
は
自
分
の
親
か
ら
、「
ソ
連
時
代
も

悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
」

と
聞
か
さ
れ
て
育
っ
て
い
ま
す
。
冷

戦
終
結
か
ら
30
年
経
っ
て
、
ソ
連
時

代
を
見
直
そ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
今

の
ロ
シ
ア
国
内
に
は
あ
る
。
そ
う
い

う
空
気
に
、
こ
の
映
画
は
ピ
タ
ッ
と

ハ
マ
っ
た
の
か
な
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。

山
本 
こ
の
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
佐
藤
さ

ん
が
「
70
年
代
の
ソ
連
に
タ
イ
ム
ト
リ

ッ
プ
で
き
る
映
画
だ
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
僕

も
撮
影
で
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ブ
レ
ス
ト
と

い
う
街
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
現
場
の

飛
行
場
跡
地
に
入
っ
た
瞬
間
、『
バ
ッ

ク
ト
ゥ
ザ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
』
じ
ゃ
な
い

で
す
け
ど
、
30
年
前
の
ソ
連
っ
て
き
っ

と
こ
う
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う

な
と
感
じ
ま
し
た
。
看
板
と
か
も
含
め

て
、
も
の
す
ご
く
精
巧
に
再
現
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
ま
で
当

時
の
も
の
を
再
現
し
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
。

佐
藤 

あ
れ
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。
ア
エ
ロ

フ
ロ
ー
ト
の
窓
口
の
女
性
が
ラ
ン
チ

に
食
べ
て
い
た
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
で
す
ね
。
野
菜
も
何
も
乗
っ
て

い
な
い
、
白
い
パ
ン
の
上
に
ハ
ム
だ

け
を
切
っ
て
バ
サ
ッ
と
置
い
て
あ

る
。
典
型
的
な
ソ
連
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
で
、
当
時
は
あ
れ
が
標
準
的
な
ロ

シ
ア
人
の
お
昼
ご
飯
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
そ
う
い
う
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

よ
く
再
現
さ
れ
ま
す
よ
ね
。

山
本 

そ
う
い
う
部
分
で
、
当
時
を
知
る
ロ

シ
ア
人
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
て

い
る
と
。

佐
藤 

は
い
。
あ
と
服
も
で
す
ね
。
当
時
の

ソ
連
は
大
量
生
産
で
同
じ
よ
う
な
服

を
作
っ
て
い
た
か
ら
、
時
代
が
同
じ

な
ら
み
ん
な
同
じ
よ
う
な
恰
好
を
し

て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
雰
囲
気
も
出

て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
劇
中
で
出
て
く
る
航

空
機
は
『
イ
リ
ュ
ー
シ
ン
18
』
と
い

う
機
体
で
す
け
ど
、
当
時
の
ソ
連
で

は
『
イ
リ
ュ
ー
シ
ン
62
』
と
い
う
機

体
の
ほ
う
が
多
く
飛
ん
で
い
た
。
ソ

連
の
飛
行
機
は
基
本
的
に
す
べ
て
軍

用
機
か
ら
の
転
用
な
の
で
す
け
ど
、

『
イ
リ
ュ
ー
シ
ン
18
』
だ
け
は
初
め

か
ら
民
間
用
に
設
計
さ
れ
た
機
体
で

し
た
。
だ
か
ら
他
の
機
種
よ
り
乗
り

心
地
も
良
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い

っ
た
点
も
含
め
て
、
ソ
連
に
と
っ
て

の
一
番
良
か
っ
た
時
代
を
象
徴
し
た

よ
う
な
映
画
だ
と
思
い
ま
す
。

文
化
で
つ
な
ぐ
？

今
後
の
日
露
関
係

　
佐
藤 

実
は
70
年
代
当
時
も
、
け
っ
こ
う
な

数
の
日
本
人
が
ロ
シ
ア
を
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
ソ
連
国
内

の
移
動
は
汽
車
よ
り
飛
行
機
の
ほ
う

が
安
か
っ
た
か
ら
。
シ
ベ
リ
ア
の
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
行
く
よ
り
ア
エ
ロ

フ
ロ
ー
ト
で
行
く
ほ
う
が
1
割
く
ら

い
安
い
。
だ
か
ら
日
本
人
の
学
生
な

ん
か
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
目
指
す
場

合
、
ま
ず
船
で
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
行
っ

て
い
た
。
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
は
汽
車
で

1
日
か
け
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
へ
出

る
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
飛
行
機
で

モ
ス
ク
ワ
に
飛
ん
で
、
そ
こ
か
ら
汽

車
で
パ
リ
に
向
か
う
。
そ
の
ル
ー
ト

が
一
番
安
か
っ
た
ん
で
す
。
な
に
せ

パ
リ
ま
で
日
本
航
空
の
直
行
便
で
行

く
と
、
往
復
で
62
万
円
も
か
か
り
ま

し
た
か
ら
。

　

た
だ
し
面
倒
な
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
、

外
国
人
は
一
度
モ
ス
ク
ワ
に
入
る
と
、

そ
こ
で
2
泊
く
ら
い
し
な
い
と
外
国

に
出
国
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
裏
技
と
し
て
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
か
ら
モ
ス
ク
ワ
で
は
な
く
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
に
飛
ぶ
方
法
が
あ

り
ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
と
違
っ
て
キ

エ
フ
に
は
”宿
泊
義
務
“
が
な
か
っ

た
か
ら
、
そ
の
ま
ま
汽
車
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
。

益
田 

実
は
今
回
の
映
画
、
飛
行
機
が
飛
ぶ

シ
ー
ン
は
す
べ
て
モ
ス
ク
ワ
の
軍
事

空
港
で
撮
影
し
ま
し
た
。

佐
藤 

『
イ
リ
ュ
ー
シ
ン
18
』
は
古
い
機
体

で
騒
音
が
大
き
い
か
ら
、
今
の
基
準

で
は
な
か
な
か
自
由
に
飛
ば
せ
な
い



ん
で
し
ょ
う
ね
。
軍
事
空
港
で
あ
れ

ば
、
騒
音
規
制
の
対
象
外
で
す
か
ら
。

益
田 
え
え
。
で
も
軍
事
空
港
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
シ
ー
ン
の
撮
影
に
は
日
本

人
ス
タ
ッ
フ
が
入
れ
な
い
と
い
う
事

態
に
。

山
本 

私
も
登
場
す
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
直
前
で
入
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
…
。

益
田 

そ
れ
で
仕
方
な
く
、
日
本
人
に
見
え

る
ア
ジ
ア
系
の
顔
立
ち
の
役
者
さ
ん

を
使
っ
て
日
本
人
役
を
や
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
今
後
の
日
露
関
係

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す

か
？

佐
藤 

こ
れ
か
ら
の
日
露
関
係
は
良
い
方
向

に
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
よ
。
こ

の
映
画
が
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が

そ
の
一
つ
の
証
拠
で
す
。
こ
れ
は
ロ

シ
ア
政
府
に
「
や
れ
」
と
言
わ
れ
て

作
っ
た
映
画
で
は
な
く
て
、
民
間
か

ら
草
の
根
の
支
援
が
あ
っ
て
で
き
た

も
の
で
す
か

ら
。

　
そ
れ
と
、

こ
の
映
画

の
テ
ー
マ
の

中
に
「
出
世

と
家
庭
」
を

め
ぐ
る
葛
藤

が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
ソ
連

人
に
と
っ
て

も
、
出
世
と

い
う
の
は
と
て
も
大
事
で
し
た
。
そ

の
上
で
、
で
も
も
し
か
た
ら
出
世
よ

り
も
大
切
な
価
値
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
い
う
葛
藤
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
ペ
ッ
ト
を
含
む
家
族

だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
け
ど
、
そ

う
い
う
テ
ー
マ
は
ロ
シ
ア
人
の
心
を

打
つ
わ
け
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
日

本
人
と
ロ
シ
ア
人
に
通
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

益
田 

ロ
シ
ア
の
お
客
さ
ん
も
日
本
の
お
客

さ
ん
も
映
画
の
後
半
は
ず
っ
と
泣
き

っ
ぱ
な
し
、
そ
れ
も
感
動
し
て
こ
み

あ
げ
る
嬉
し
涙
。
一
昨
年
、
大
阪
で

行
わ
れ
た
日
露
友
好
年
の
閉
会
式

で
、
前
回
製
作
し
た
日
露
合
作
映
画

『
ソ
ロ
ー
キ
ン
の
見
た
桜
』
が
両
首

脳
の
前
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
関
係
者
か
ら
、
日
露
関
係
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
、
映
画
を

も
う
1
本
作
り
、
文
化
で
両
国
を
つ

な
い
で
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
誕
生
し
た
の
が
『
ハ
チ
と

パ
ル
マ
の
物
語
』
で
す
。
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
愛
犬
ユ
メ
、
ザ
ギ
ト
ワ
さ

ん
の
マ
サ
ル
と
い
う
2
頭
の
秋
田
犬

が
、
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
の
相
互
理

解
を
深
め
る
役
割
を
果
た
し
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
映

画
の
ロ
ケ
地
は
秋
田
犬
の
故
郷
、
大

館
市
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

  　
§

ロ
シ
ア
の
国
際
映
画
祭
で

グ
ラ
ン
プ
リ
・
作
品
賞
・

観
客
賞
を
受
賞
、世
界
で
公
開
！

　
「
ハ
チ
と
パ
ル
マ
の
物
語
」
は
、
世
界
4
大

映
画
祭
の
一
つ
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
国
際
映
画

祭
出
品
を
皮
切
り
に
、
ビ
バ
ロ
シ
ア
映
画
祭

で
「
グ
ラ
ン
プ
リ
」、
ブ
ル
ー
ナ
イ
ト
国
際

映
画
祭
で
「
観
客
賞
」、
9
月
1
日
に
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
文
化
が
交
流
す
る
都

市
・
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
で
お
こ
な
わ
れ
た
国
際

映
画
祭
で
特
別
賞
に
あ
た
る
「
人
と
犬
の
演

技
作
品
賞
」
を
受
賞
。
受
賞
式
に
は
、
映
画

に
出
演
し
た
主
演
の
少
年
レ
オ
ニ
ー
ド
と
秋

田
犬
を
譲
り
受
け
た
少
女
役
の
ア
ナ
ス
タ
シ

ア
が
登
壇
し
、
両
国
の
大
き
な
拍
手
で
迎
え

ら
れ
、
民
間
交
流
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
。 

12
月
3
日
に
は
、
日
本
で
も
日
本
語
吹
き

替
え
版
も
ふ
く
む
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
ハ
ピ
ネ
ッ

ト
か
ら
発
売
予
定
。
お
問
い
合
わ
せ
、

お
申
込
み
は
平
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
。 

http://heisei.pro

次
回
作
、
舞
台
は
飛
騨　

テ
ー
マ
は
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」

　
映
画
公
開
前
週
、
映
画
に
も
出
演
い
た

だ
い
た
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス

ト
、
フ
ュ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
の
ア
リ
ー

ナ
・
ザ
ギ
ト
ワ
さ
ん
に
マ
サ
ル
の
故
郷
、
大

館
市
に
来
て
も
ら
い
、
大
館
市
民
会
館
で
の

映
画
特
別
試
写
会
に
登
壇
、
舞
台
挨
拶
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ザ
ギ
ト
ワ
さ
ん
は
「
マ

サ
ル
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
、
日
本
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
と
挨
拶
「
映
画
は
感

動
的
で
何
度
も
泣
き
ま
し
た
。
こ
の
映
画
か

ら
自
分
な
り
に
何
か
を
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
た
。
こ
う
し
た
民
間
の
交
流

が
、
ロ
シ
ア
人
の
心
を
と
ら
え
、
マ
サ
ル
の

ぬ
い
ぐ
る
み
は
売
れ
、
秋
田
犬
の
名
前
は
世

界
に
広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
流
れ
に
の
り
、
来
年
は
、
飛
騨
地
域

を
舞
台
に
、
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
人
を
支

え
る
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
を
題
材
に
、
と
あ

る
家
族
が
生
と
死
に
向
き
合
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ド
ラ
マ
を
製
作
予
定
。
監
督
は
若
手
実
力
派

の
作
道
雄
。
昨
年
に
募
集
し
た
「
飛
騨
・
美

濃
か
ら
世
界
へ
企
画
募
集
」
の
優
秀
作
品
の

映
像
化
で
す
。

共
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
配
給
・
宣
伝
を

担
当
す
る
増
田
英
明
さ
ん
は
、
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
で
何
本
も
受
賞
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン

の
岐
阜
県
人
。
キ
ャ
ス
ト
も
岐
阜
出
身
者
に

活
躍
し
て
も
ら
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　

佐藤優さんと山本修夢さん

アリーナ・ザギトワさん舞台挨拶
左から、飛騨市長・都竹淳也さん、
監督・作道雄さん、益田祐美子

7 日露合作映画「ハチとパルマの物語」



吉村 泰典

閑
話

休
題

　

か
つ
て
国
民
病
と
言
わ
れ
た
結
核
を
始
め
、
破
傷
風
、

日
本
脳
炎
、
ポ
リ
オ
、
麻
疹
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
で
克
服
し
た
感
染
症
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
は
個
人
の
感
染
を
防
ぐ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に
、
感
染
が
広

が
れ
ば
健
康
の
み
な
ら
ず
経
済
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
集
団
免
疫
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

国
民
の
多
く
が
定
期
接
種
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
感
染

症
予
防
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し
て
人
々
が
病
気
に
罹
ら
な
く
な

り
、
感
染
の
恐
怖
を
実
感
し
な
く
な
る
と
、
接
種
の
あ

り
が
た
さ
や
重
要
性
の
認
識
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
副
反
応
を
心
配
す
る
よ
う
に
な

っ
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
行
政
は
大

幅
な
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
へ

の
不
信
感
は
、
今
な
お
国
民
の
間
に
強
く
残
り
、
日
本

は
ワ
ク
チ
ン
開
発
競
争
に
も
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
画
期
的
新
技
術
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
産
学
官
の
協
働
体
制
と
資
金

投
入
が
な
け
れ
ば
実
用
化
で
き
な
か
っ
た
技
術
で
あ
り
、

現
在
世
界
各
国
が
国
を
挙
げ
て
接
種
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
意
義
を

問
い
直
す
大
き
な
機
会
と
す
べ
き
で
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
に
年
間
1
万
人
の
女
性

が
罹
患
し
、
2,
8
0
0
名
も
の
方
々
が
亡
く
な
っ
て
い

今
一
度
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
の
喚
起
を

ま
す
。
こ
の
死
者
の
数
は
交
通
事
故
死
者
数
に
相
当
し

ま
す
。
多
く
の
女
性
が
子
宮
頸
が
ん
治
療
で
子
宮
を
失

う
等
の
理
由
に
よ
り
、
妊
娠
出
産
が
で
き
な
い
状
態
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、
マ
ザ
ー
キ
ラ
ー
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
を
減
ら
す
こ
と
は
、
国
民
の
命
を

守
る
こ
と
に
加
え
、
少
子
化
問
題
を
考
え
る
上
で
も
極

め
て
重
要
で
す
。

　

最
近
、
子
宮
頸
が
ん
に
関
す
る
重
要
な
論
文
が
2
本

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
、
前
が
ん
病
変
の
み
な
ら
ず
、
進
行
が
ん
の
発
生

を
予
防
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の

報
告
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
母
親
の
子
宮
頸
が
ん
の
移

行
に
よ
っ
て
2
名
の
小
児
の
肺
が
ん
が
起
こ
っ
た
と
の

大
変
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
わ
が
国
か
ら
の
報
告
で
す
。

こ
の
2
人
の
母
親
は
、
妊
娠
初
期
の
が
ん
検
診
で
も
子

宮
頸
が
ん
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
母
親
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
予

防
し
て
お
く
こ
と
が
、
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
に
よ

る
死
亡
を
確
実
に
回
避
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積

極
的
勧
奨
の
再
開
を
打
ち
出
さ
な
い
ま
ま
で
い
る
こ
と

は
、
国
の
不
作
為
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
普
及
は
製
薬
会
社
の
利
益
や
研
究

者
の
利
権
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
自
身
の
た

め
の
も
の
な
の
で
す
。

8閑話休題「今一度ワクチンの重要性の喚起を」



高
山
市
は
、
昭
和
50
年
代
か
ら
官
民
一
体

で
の
観
光
客
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

大
都
市
圏
へ
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
旅
行

博
覧
会
へ
の
出
展
、
お
も
て
な
し
研
修
会
の

実
施
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
な
ど
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
観
光
都
市
と
し
て
、
昭
和
61

（
１
９
８
６
）
年
の
国
際
観
光
都
市
宣
言
を

機
に
本
格
的
に
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
取

り
組
み
、
全
国
に
先
駆
け
、
案
内
看
板
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、散
策
マ
ッ
プ
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
多
言
語
化
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

な
ど
、
海
外
へ
の
情
報
発
信
と
観
光
客
誘
致

に
も
力
を
い
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
高

山
市
に
お
け
る

観
光
客
入
込
数

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が

生
じ
る
直
前

（
平
成
31
年
・

令
和
元
年
）
に
は
年
間
約
４
７
３
万
３
千

人
、
外
国
人
観
光
客
宿
泊
者
数
は
61
万
２
千

人
と
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
令
和
２
年
３
月
以
降
は
高
山

市
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が

激
減
し
、
令
和
２
年
の
観
光
客
入
込
数
は
約

２
３
０
万
１
千
人
、
外
国
人
観
光
客
宿
泊
者

数
は
10
万
８
千
人
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

高
山
市
に
お
け
る
基
幹
産
業
は
、
観
光
業

で
あ
り
、
こ
の
産
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い

う
こ
と
は
、
市
民
の
生
活
に
も
影
響
が
及
ぶ

こ
と
と
な
り
ま
す
。

高
山
市
で
は
ま
ず
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
ま
ず
市
民
に
よ
る
経
済
の
循
環

を
促
す
こ
と
で
、
宿
泊
業
界
を
支
援
す
る
た
め

市
民
を
対
象
と
し
た
市
内
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
、
市
内
飲
食
店
や
小
売
業
を
支
援
す
る
た

め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
１
０
０
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
次
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、外
貨
を
稼
ぐ
た
め
に
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
や
、
将
来
の
観
光
客
と
な
り
得
る

学
生
等
を
誘
致
す
る
た
め
、
教
育
旅
行
の
行

先
や
日
程
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
校
に

飛
騨
高
山
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
昨

年
は
宿
泊
や
日
帰
り
旅
行
へ
支
援
を
、
今
年

度
は
市
内
の
観
光
消
費
に
も
つ
な
が
る
ク
ー

ポ
ン
に
よ
る
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
今
ま
で
と
は

違
う
新
た
な
生
活
様
式
が
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
旅
行
形
態
に
お
い
て
も
大
き
な
変
化
が

生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
然
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
コ
ト
消
費
（
体
験
）
で
す
。

今
後
は
こ
う
し
た
視
点
を
踏
ま
え
た
、
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

高
山
市
は
日
本
一
の
面
積
を
有
す
る
市

で
す
が
、
そ
の
中
に
は
乗
鞍
岳
や
五
色
ヶ
原

の
森
と
い
っ
た
多
く
の
自
然
が
存
在
し
ま
す
。

五
色
ヶ
原
の
森
は
、
環
境
省
に
よ
る
「
第
16

回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」
を
受
賞
す
る
な

ど
、
そ
の
取
り
組
み
が
大
き
く
評
価
さ
れ
る

と
と
も
に
、

来
訪
者
も
増

加
し
て
い
る

な
ど
注
目
の

ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
は
普
段
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

特
別
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

観
光
客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
活
か
し
た
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し

や
磨
き
上
げ
、
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
、
質
の
高
い
観
光
資
源
を
活

か
し
た
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
推
進

し
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
今
ま
で
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

に
、
新
た
な
自
然
や
体
験
と
い
っ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
高
山

市
は
皆
様
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
持
続
可
能

な
観
光
地
と
し
て
走
り
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
き
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
歴
史
と
自
然
、
癒

し
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
「
飛
騨
高
山
」

へ
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

「
観
光
立
国
」
高
山
市
の
挑
戦 ̶

̶
 

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
へ
の
展
望

岐
阜
県
が
誇
る
国
際
観
光
都
市
・
高
山
。
ピ
ー
ク
で
は
年
60
万
人
を
超
え
た
外
国
人
観
光
客
も
コ
ロ
ナ
禍
で
六
分
の
一
近
く
に
減
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
や
タ
イ
に
も
職
員
を
派
遣
し
常
に
攻
め
の
姿
勢
の
高
山
市
の
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

©飛騨乗鞍観光協会

©飛騨乗鞍観光協会

日本一の高度を走る雲上の乗鞍スカイライン（昭和48年完成）・付近は高
山植物の宝庫

まるで「もののけ姫」の世界、
秘境・五色ヶ原の布引滝

第16回エコツーリズム大賞を
受賞した五色ヶ原の森

満天の星、ご来光を楽しめる乗鞍岳・畳平

9 「観光立国」高山市の挑戦 ̶ ポスト・コロナへの展望
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岐阜県学生会館 コロナ禍と岐阜県学寮
  岐阜県学寮  上智大学4年   藤塚 大輔

岐
阜
県
学
寮
は
東
京
都
文
京
区
に
あ
り
、
約
九
十
名
の

男
子
大
学
生
が
寝
食
を
共
に
し
て
い
る
。
浴
室
や
ト
イ
レ

は
共
同
で
あ
り
、
食
堂
で
と
も
に
食
事
を
す
る
。
部
屋
は

個
室
だ
が
、
寮
生
同
士
が
部
屋
を
行
き
来
し
て
い
る
。
そ

れ
が
日
常
的
な
光
景
だ
っ
た
。

学
寮
で
は
コ
ロ
ナ
蔓
延
以
降
、
幅
広
い
感
染
対
策
が

実
施
さ
れ
た
が
、
二
〇
二
一
年
七
月
に
感
染
者
が
出
て
し

ま
っ
た
。
昨
年
二
月
よ
り
、
学
生
委
員
会
を
中
心
に
と
っ

て
き
た
感
染
対
策
及
び
感
染
発
生
後
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
た
い
。

《
二
〇
二
〇
年
二
月
》
日
本
国
内
で
コ
ロ
ナ
感
染
が
表
面

化
し
た
。
防
止
の
た
め
食
堂
で
の
麻
雀
・
カ
ー
ド
を
禁
止

し
た
。「
三
密
」
回
避
の
た
め
、
食
堂
の
ド
ア
と
ガ
ラ
ス

戸
の
常
時
開
放
に
よ
る
換
気
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
の
本
数
増

加
。
理
事
会
か
ら
寮
生
全
員
に
マ
ス
ク
が
配
布
さ
れ
た
。

理
事
会
か
ら
「
大
学
な
ど
外
部
で
の
集
会
行
事
自
粛
」
が

強
く
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

《
四
月
》
恒
例
の
新
入
寮
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
の
「
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
」「
歓
迎
会
式
典
」「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
中
止
し

た
。
毎
月
開
催
の
「
学
生
委
員
会
定
例
総
会
」
を
中
止
し

た
（
二
〇
二
一
年
八
月
時
点
で
も
中
止
が
続
い
て
い
る
）。

さ
ら
に
以
下
の
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
た
。
毎
日
、
食

堂
の
消
毒
。
六
人
以
上
の
同
時
入
浴
の
禁
止
。
食
堂
で
の

対
面
食
事
の
禁
止
。
全
寮
生
に
携
帯
用
消
毒
水
の
配
布
。

上
旬
に
初
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
た
後
、

大
学
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
主
流
と
な
っ
た
。
約
半
数
の

寮
生
が
岐
阜
へ
帰
省
し
た
。
十
九
名
の
新
入
寮
生
の
大
半

が
上
京
を
た
め
ら
っ
た
。

《
五
月
》
毎
年
五
月
開
催
の
「
部
屋
替
え
」
を
中
止
し
た
。

感
染
者
急
増
時
期
に
数
々
の
感
染
対
策
を
講
じ
、「
外
出

自
粛
」
が
叫
ば
れ
た
結
果
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
寮
生
が

出
て
き
た
。
そ
こ
で
、
気
晴
ら
し
に
新
し
い
調
理
器
具
を

購
入
し
、
漫
画
を
購
入
し
た
り
し
た
。

《
八
月
》
食
堂
休
業
期
間
中
、
外
出
し
な
い
で
食
事
が
で

き
る
よ
う
、
二
週
間
に
わ
た
り
寮
生
に
代
わ
っ
て
夕
食
の

弁
当
を
一
括
注
文
し
た
。

《
十
月
》
恒
例
の
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」
を
中
止
。

《
二
〇
二
一
年
一
月
》
恒
例
の
「
予
餞
会
・
成
人
祝
賀
会
」

を
中
止
、
そ
の
費
用
で
高
級
弁
当
を
無
料
配
布
し
た
。

《
四
月
》
新
入
寮
生
歓
迎
会
イ
ベ
ン
ト
を
二
年
連
続
の
中

止
と
し
、
代
わ
り
に
高
級
弁
当
を
無
料
配
布
し
た
。
学
生

委
員
会
が
「
新
入
寮
生
顔
合
わ
せ
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
し
た
。

《
五
月
》
不
足
す
る
マ
ス
ク
や
消
毒
水
な
ど
を
常
時
補
充

し
た
。

《
七
月
》
恐
れ
て
い
た
事
態
が
起
き
た
。
十
一
日
夜
、
寮

生
十
二
名
が
秋
葉
原
の
寿
司
店
へ
繰
り
出
し
、「
班
コ
ン

パ
」
を
開
い
た
。
寮
内
で
も
一
年
以
上
続
く
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
緊
張
感
が
緩
ん
で
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
十
四
日
、「
班

コ
ン
パ
」
参
加
後
に
発
熱
の
あ
っ
た
寮
生
一
名
が
医
院
で

受
け
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
、
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
。
直

ち
に
学
寮
内
の
特
別
室
に
隔
離
さ
れ
た
。
そ
の
日
の
う
ち

に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
避
け
る
べ
く
、
学
生
委
員
会
は

新
た
に
一
連
の
感
染
対
策
を
実
施
し
た
。
医
学
部
寮
生

の
助
言
に
基
づ
き
、

感
染
寮
生
の
居
室

近
く
の
ト
イ
レ
と

洗
面
所
を
消
毒
・

閉
鎖
し
、
一
般
寮

生
の
使
用
を
禁
止

し
た
。
食
堂
を
消

毒
し
、
食
堂
の
二

人
用
テ
ー
ブ
ル
を

一
人
用
に
変
更
し

た
。
入
浴
は
シ
ャ
ワ
ー
の
み
と
し
た
。

《
七
月
十
五
日
》
感
染
を
心
配
す
る
多
数
の
寮
生
の
要
望

が
あ
り
、
全
寮
生
を
対
象
に
第
一
回
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

し
た
。
全
員
が
陰
性
だ
っ
た
。「
班
コ
ン
パ
」
に
参
加
し

た
寮
生
十
一
名
に
つ
い
て
、
学
生
委
員
会
は
独
自
に
「
濃

厚
接
触
者
」
と
判
定
し
、
以
下
の
措
置
を
講
じ
た
。「
自

室
待
機
」（
居
室
に
隔
離
）、
給
食
は
調
理
師
さ
ん
が
弁
当

（
使
い
捨
て
容
器
）
に
詰
め
る
、
風
呂
の
使
用
禁
止
、
専

用
ト
イ
レ
・
洗
面
所
の
使
用
な
ど
。

《
七
月
十
六
日
》
寮
内
で
隔
離
中
の
感
染
寮
生
一
名
が
文

京
保
健
所
の
指
示
で
、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
収
容
さ
れ
た
。

《
七
月
十
九
日
》
学
生
委
員
会
は
さ
ら
な
る
「
安
全
安
心
」

確
保
の
た
め
、
全
寮
生
対
象
の
第
二
回
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
し
た
。
全
員
が
陰
性
だ
っ
た
。

《
七
月
二
十
日
》「
感
染
症
で
は
身
体
を
清
潔
に
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
」
と
の
医
学
部
寮
生
の
助
言
に
よ
り
、
入

浴
禁
止
の
「
濃
厚
接
触
者
」
に
対
し
、
夜
十
二
時
以
降

の
ャ
ワ
ー
使
用
が
許
可
さ
れ
た
。

《
七
月
二
十
六
日
》
ホ
テ
ル
に
収
容
さ
れ
て
い
た
感
染
寮

生
の
容
体
が
回
復
し
、
陰
性
と
な
り
、「
退
所
」
が
許
可

さ
れ
、
寮
に
戻
っ
た
。「
自
室
待
機
」
だ
っ
た
寮
生
十
一

名
も
通
常
の
寮
生
活
に
戻
っ
た
。
食
堂
の
利
用
や
風
呂
の

使
用
な
ど
も
通
常
の
ル
ー
ル
へ
戻
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

岐
阜
県
学
寮
で
は
、
学
生
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
早

急
か
つ
集
中
的
な
対
応
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
感
染
拡

大
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
寮
生
が
お
互
い
を
気
遣
い

合
っ
て
寮
生
活
は
成
立
す
る
。
コ
ロ
ナ
生
活
は
今
後
も
続

く
よ
う
だ
が
、
一
人
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、
節
度
あ

る
言
動
に
努
め
た
い
。

感染者が確認され、食堂のテーブルは二人用
から一人用に変更された

10岐阜県学寮「コロナ禍と岐阜県学寮」
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岐阜県学生会館

詳細は公式ＨＰから　https://yakumo-project.com/

豊川姫乃

成瀬直子

久々梨三華

青木十子

姫乃のおばあちゃん

岐阜県発祥のＴＶアニメ
「やくならマグカップも」
～舞台は「多治見市」～
好評につき第２期TV放送中 

“アニメ  陶芸”の物語はまだまだ続く！



■放送予定
CBCテレビ 10月1日（金）～ 毎週金曜 25:55～
MBS 10月2日（土）～ 毎週土曜 27:38～
TOKYO MX 10月4日（月）～ 毎週月曜 22:30～
BS11 10月4日（月）～ 毎週月曜 23:00～
AT-X 10月5日（火）～ 毎週火曜 21:00

※リピート放送：
　10月  7日(木)より毎週木曜日 9:00～
　10月11日(月)より毎週月曜日15:00～

※Stream配信として、TVer、GYAO!、Amazonプライム・
ビデオ等

　《詳細は公式HPから》https://yakumo-project.com/

～舞台は「多治見市」～  たくさんのメッセージ

ようこそ多治見へ
約10 年前に発刊されたフリーコミッ

ク「やくならマグカップも」のTVアニ
メ化を聞き、驚きと共に言葉にならない
喜びを感じました。地元団体による協
議会を立ち上げ、放送される前からアニ
メ制作を全面的に支援しました。まち
のいたるところに横断幕やフラッグを掲
げ、アニメ関連商品やロケ地マップを製作し、お越しになる
皆様をお迎えしています。第1期（4月から）の放送が好評
につき、第2期放送（10月から）が始まりました。市内ではラッ
ピング公用車（通称「痛公用車」）が走り、民間企業の（株）
平中サービス・デザイントラックが日本中を駆け巡っています。
アニメに興味をお持ちの方も、そうでない方も、皆様のお越
しを心からお待ちしています。ようこそ多治見へ！2022 年

秋には、JR多治
見駅南の再開発
事業が完成し、
多治見が一新さ
れます。

綿密なロケハンを重ねて　
地元企業 : 株式会社プラネットが制作

したフリーコミックが原作です。多治見
市出身の日本アニメーション社員の提案
と、地元の応援で生まれた「やくならマ
グカップも」です。主人公 : 姫乃が多治
見を舞台に、少しずつ成長していくストー
リーを楽しんでいただければと思いま
す。この作品を通じて、主要産業の一つである陶磁器や、岐
阜県や多治見の魅力を全国・全世界に発信できればと、綿密
なロケハンを重ねました。ぜひご覧いただき、応援していた
だければ嬉しく思います。

幸せの物語
陶磁器生産量全国1位の美濃焼、そ

の生産地である東濃の多治見市が『やく
ならマグカップも』の舞台です。東京か
ら多治見に越してきた高校生の主人公・
姫乃が、部活を通して陶器を作る面白
さ・深さに触れながら成長していく物語
を、多治見の四季の移り変わりとともに瑞々しく描いていま
す。また一方、この物語は姫乃を中心とする、小さな一つの
家族の、幸せの物語でもあります。ぜひご覧いただき、共感
していただければと思います。

“Native東濃弁”で出演中　
親の反対を押し切って岐阜県から東京

に出てきて、紆余曲折あって声優になっ
て、35 年。今、故郷を舞台にした TV 
アニメ『やくならマグカップも』に出演
できて、しかも東濃弁を喋れるなんて感
激です！地元在住の同級生に、時々東濃
弁の確認をしています。番組の半分は実
写なので、私も知らない今の多治見のお店や風景などをメイ
ン・キャラクター4人と共に楽しめます。コロナ終息後の「や
くも」ツアーを計画しているところです。是非、ご視聴ください。

２
０
２
１
年
４
〜
６
月
に
放
送
さ
れ
た

Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ『
や
く
な
ら
マ
グ
カ
ッ
プ
も
』

を
ご
存
知
で
す
か
？
実
は
こ
の
Ｔ
Ｖ
ア
ニ

メ
、
生
ま
れ
は
岐
阜
県
、
舞
台
は
多
治
見

市
と
い
う
岐
阜
県
か
ら
全
国
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
た
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
で
す
。
配
信
先
と

し
て
は
海
外
で
も
視
聴
可
能
な
の
で
、
世

界
デ
ビ
ュ
ー
!?
で
し
ょ
う
か
。
通
称
「
や

く
も
」。

そ
し
て
好
評
に
つ
き
、
第
２
期
が
現
在

Ｔ
Ｖ
放
送
中
で
す
。第
２
期
は
題
し
て『
や

く
な
ら
マ
グ
カ
ッ
プ
も 

二
番
窯
』。
こ
の

ア
ニ
メ
は
、
岐
阜
県
南
部
に
位
置
す
る
多

治
見
市
を
舞
台
に
、
伝
統
工
芸
品
「
美
濃

焼
」
を
テ
ー
マ
に
４
人
の
女
子
高
校
生
が

陶
芸
の
魅
力
に
の
め
り
こ
ん
で
い
く
青
春

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
２
０
１
０
年
に
多
治

見
市
の
有
志
や
企
業
が
集
ま
り
〝
街
を
元

気
に
し
よ
う
〞
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
地

元
Ｉ
Ｔ
企
業
の
株
式
会
社
プ
ラ
ネ
ッ
ト
が

２
０
１
２
年
よ
り
発
行
す
る
フ
リ
ー
コ

ミ
ッ
ク
「
や
く
な
ら
マ
グ
カ
ッ
プ
も
」
が

原
作
で
す
。
現
在
ま
で
に
33
巻
が
刊
行
さ

れ
、
現
在
も
継
続
発
刊
中
。
そ
し
て
、
こ

の
ア
ニ
メ
の
制
作
は
、「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ

ん
」「
劇
場
版
は
い
か
ら
さ
ん
が
通
る
」「
世

界
名
作
劇
場
シ
リ
ー
ズ
」な
ど
で
有
名
な
、

日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
担
当
し
て
い
ま

す
。『

や
く
な
ら
マ
グ
カ
ッ
プ
も
』
の
構
成

は
、
ア
ニ
メ
だ
け
で
は
な
く
、
30
分
番
組

の
う
ち
前
半
15
分
は
通
常
ア
ニ
メ
パ
ー
ト

で
後
半
15
分
が
実
写
パ
ー
ト
。
実
写
パ
ー

ト
は
、
メ
イ
ン
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
4
人
の

アニメ制作アニメ制作

協 力
主人公 姫乃のおばあちゃん役（声優：真

まやま あこ
山亜子）

日本アニメーション  手塚プロデューサー日本アニメーション  神谷監督

多治見市長  古川雅典

12ＴＶアニメ「やくならマグカップも」



未来の絶景
私の心の師であった故・堀貞一郎氏（元東京ディズニーランド

総合プロデューサー）からの教え「これからの日本の活性化のポ
イントは観光産業であり、そのためにはストーリーを作る事が重
要」。その教えを心に刻み、構想を練り続け、生み出したのが「や
くならマグカップも」です。岐阜県の新しい物語を、日本が誇る
アニメ文化に乗せ、この地の魅力を世界発信していく。その先に
は、かつての製造業で栄えたこの地が、これからの未来を担う若
者の手で観光産業として輝いていく、そんな夢を実現できればと

やくもの魅力
多治見の風景や地元ならではのネタ

や方言が出てきたり、やくもワールドが
たくさん広がっています！この作品を観
たら絶対に多治見を訪れたくなるはずで
す。多治見グルメもとっても美味しい…！
陶芸女子の高校生らしい会話も見所の
一つだと思います。焼き物の勉強にもな
ります！

東京に発信したいこと
やはり焼き物、美濃焼の素晴らしさだ

と思います！私は東京で一人暮らしをして
いるのですが、正直お皿とかコップは安
ければ何でもいいや！って思っていました。
でもやくもに出会って、多治見には安いの
にすごく可愛い焼き物がたくさんあるんで
す！それに焼き物って食器以外にも風鈴や
置物や飾るお皿とか、とにかくどれもこれも素敵で、お土産と
思って少しずつ集めていくうちに、何気ない一人暮らしの部屋が
すごく明るくなった気がして、ご飯も美味しく感じます！だから
東京のみなさんにももっと身近に美濃焼を感じて欲しいです。

岐阜県の新たな発見
今回陶芸の町の多治見市を沢山ロケ

して、岐阜県出身でもまだまだ知らな
い文化と魅力がこんなにつまっていたの
か！と再認識しました。地域によって様々
な有名な文化があるし、私がまだ知ら
ない岐阜県を隅々まで知りたくなりまし
た！文化は違えど共通しているのは、人
の温かさですね。これはどこに行っても、こたつに包まれて
いるような温かさを感じます。こういう所が岐阜県の大好き
なところです！

思います。思い起こせば10年前、小さく始
めたフリーペーパーが、こうしてTVアニメ
化され、全国 TVアニメ放送・全世界アニ
メ配信により、花開いてきたことを嬉しく思
います。これを、皆様と共にさらに大きく開
花させ、まだ見ぬこの地の美しい絶景を夢
見ています。ぜひ咲き始めたこの花を、一緒
に育てていただけませんか?ご視聴、宜しくお願いいたします。

声
を
担
当
す
る
声
優
、
田
中
美
海
、
芹
澤

優
、
若
井
友
希
、
本
泉
莉
奈
が
ア
ニ
メ
か

ら
飛
び
出
し
て
、
舞
台
と
な
る
岐
阜
県
多

治
見
市
を
お
し
ゃ
れ
に
体
験
し
て
紹
介
し

ま
す
。『
や
く
な
ら
マ
グ
カ
ッ
プ
も
ー
や

く
も
の
放
課
後
ー
』
で
す
。
多
治
見
を
ご

存
知
の
方
は
、
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
所

や
お
店
が
懐
か
し
く
登
場
し
、
ま
た
、
ま

だ
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
方
は
、
故
郷

岐
阜
県
の
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
現
在
放
送
中
の
第
２
期
の
見
ど
こ

ろ
は
・
・
・

「
伝
説
の
陶
芸
家
で
あ
る
亡
き
母
・
姫

菜
の
影
響
で
陶
芸
に
出
会
っ
た
姫
乃
。
美

濃
焼
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
し
、
作
品
を

通
し
て
〝
自
分
の
気
持
ち
〞
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
姫
乃
は 

〝
も
っ
と
素
敵
な
も

の
〞
を
作
る
と
意
気
込
む
。
一
方
、
コ
ン

テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
の
が
し
た
十
子
は

珍
し
く
上
の
空
。
陶
芸
が
繋
い
だ
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
。
三
華
が
作
っ
た
〝
あ

の
作
品
〞
の
誕
生
秘
話
や
、
姫
乃
と
直
子

の
絆
、
そ
し
て
十
子
の
秘
め
た
願
い
。
そ

し
て
・
・
・（
つ
づ
く
）」

今
回
、
こ
の
ア
ニ
メ
に
関
わ
る
方
々

か
ら
東
京
岐
阜
県
人
会
メ
ン
バ
ー
に
向
け

て
、
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
『
や
く
な
ら

マ
グ
カ
ッ
プ
も 

二
番
窯
』
を
Ｔ
Ｖ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
の
状
況

が
落
ち
つ
い
た
ら
、
よ
う
こ
そ
多
治
見
市

へ
！

（
文
：
阿
部 

仁
美
、
御
協
力
：
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

／
株
式
会
社
プ
ラ
ネ
ッ
ト
）

やくものどこが好き?
多治見の魅力がギュギュッとたくさん

詰め込まれていて、人の温かさや環境
の素晴らしさが伝わってくるところです。
陶芸についても作品に触れる度に発見や
学びがあり、美濃焼の自由さや奥深さに
ハマりました。何気ない日常に詰まった
青春も、儚くてとても好きです。

原 作

陶芸部部長

主人公 ムードメーカー

個性派女子

株式会社プラネット  小池代表取締役会長

青
あおき とおこ
木十子役（声優：本

ほんいずみ りな
泉莉奈）

豊
とよかわ ひめの
川姫乃役（声優：田

たなか みなみ
中美海） 久

くくり みか
々梨三華役（声優：芹

せりざわ ゆう
澤優）

成
なるせ なおこ
瀬直子役（声優：若

わかい ゆうき
井友希）

岐阜県発祥のＴＶアニメ「やくならマグカップも」
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荘
川
桜
の
奇
跡

７
月
半
ば
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
「
高
山

市
荘
川
町
で
日
本
最
古
の
恐
竜
卵
殻
化
石

を
発
見
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
観
た
。
高
山

市
か
ら
全
国
区
の
大
ニ
ュ
ー
ス
！
た
ま
た

ま
録
画
し
て
あ
っ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
静
止

画
に
し
て
写
真
を
撮
っ
た
。

荘
川
と
い
え
ば
、
還
暦
以
上
の
方
々
で

は
、
戦
後
の
高
度
成
長
を
支
え
る
電
力
確
保

の
た
め
の
御み

ぼ

ろ
母
衣
ダ
ム
建
設
（
１
９
６
１
年

完
成
）
に
よ
り
白
川
村
と
と
も
に
ダ
ム
湖
底

に
沈
ん
だ
荘
川
村
、
そ
し
て
村
か
ら
移
設
さ

れ
て
命
を
つ
な
い
だ
「
荘
川
桜
」
を
思
い
浮

か
べ
る
向
き
も
多
い
だ
ろ
う
。
樹
齢
四
百
年

と
も
五
百
年
と
も
い
わ
れ
る
桜
は
「
日
本
の

桜
百
選
」
に
も
堂
々
入
選
し
て
い
る
。

電
源
開
発
初
代
総
裁
・
高
碕
達
之
助
や
、

１
９
６
７
年
に
毎
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た

水
上
勉
の
小

説
「
櫻
守
」
の

モ
デ
ル
に
も

な
っ
た
「
桜
博

士
」
笹
部
新
太

郎
ら
の
尽
力
で

１
９
６
０
年
、

樹
齢
四
百
年
以

上
の
光
輪
寺
の

ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
（
重
さ
約
35
ト
ン
）

と
中
野
照
蓮
寺
の
ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

（
重
さ
約
38
ト
ン
）
を
二
百
メ
ー
ト
ル
上
の

山
腹
に
引
き
上
げ
、
千
五
百
メ
ー
ト
ル
も
移

動
さ
せ
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
タ
ス
ク
が

成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
村
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う

な
桜
を
水
没
か
ら
救
っ
た
こ
と
は
、
生
ま
れ

故
郷
を
湖
底
に
失
っ
た
村
民
の
心
を
少
し

で
も
和
ら
げ
る
一
助
に
も
な
っ
た
だ
ろ
う
。

移
植
の
際
に
根
も
枝
も
幹
も
伐
採
さ
れ
て

無
残
な
姿
と
な
っ
た
桜
。
枯
死
す
る
か
と
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
翌
１
９
６
１
年
、
移
植
場
所

に
根
付
い
て
（
こ
れ
を
「
活
着
」
と
い
う
。）、

見
事
に
蕾
を
付
け
た
。
と
は
い
え
こ
の
老
木

が
満
開
の
花
を
咲
か
せ
た
の
は
移
植
か
ら
10

年
も
た
っ
て
か
ら
で
、
こ
れ
を
以
っ
て
11
年

も
か
か
っ
た
移
植
事
業
は
終
了
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
後
に
「
荘
川
桜
」
と
命
名
さ
れ

た
こ
の
桜
は
、
１
９
６
６
年
12
月
に
岐
阜
県

の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ

た
。
そ
し
て
全

国
各
地
に
荘
川

桜
二
世
が
移
植

さ
れ
、
東
京
の

桜
の
名
所
・
千

鳥
ヶ
淵
に
も
根

付
い
て
い
る
。

恐
竜
ハ
ン
タ
ー

そ
の
荘
川
町
に
は
「
恐
竜
ハ
ン
タ
ー
」
と

し
て
知
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
。
下
島
志
津

夫
さ
ん
、
67
歳
。
長
年
、
恐
竜
関
係
の
化
石

を
い
く
つ
も
発
見
し
て
い
る
方
で
、
今
回
話

題
と
な
っ
た
も
の
も
、
１
９
８
８
年
か
ら

２
０
０
９
年
に
か
け
て
数
十
個
も
発
見
し
た

卵
殻
化
石
の
一
つ
だ
。

発
見
当
時
の
技
術
で
は
詳
し
い
こ
と
は
判

明
し
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
、
岐
阜
県

博
物
館
学
芸
員
の
高こ
う
づ津
翔
平
さ
ん
（
32
）
が

下
島
家
に
来
宅
の
際
、「
お
も
し
ろ
い
も
の

が
あ
る
」
と
持
ち
帰
り
、研
究
に
と
り
か
か
っ

た
。
す
る
と
恐
竜
の
卵
殻
化
石
が
な
ん
と
９

点
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
千
葉
大
学
や
筑

波
大
学
と
共
同
研
究
に
入
っ
た
。
初
期
鳥
類

の
繁
殖
戦
略
の
復
元
・
主
竜
類
の
繁
殖
戦
略

の
進
化
史
解
明
な
ど
を
研
究
す
る
筑
波
大
の

田
中
康
平
教
授
（
昨
年
、
推
定
10
グ
ラ
ム
の

恐
竜
卵
の
化
石
で
世
界
最
小
ギ
ネ
ス
記
録
に

認
定
さ
れ
た
方
で
す
！
）
の
指
導
の
下
、
同

大
大
学
院
の
研
究
者
・
植
松
里
奈
さ
ん
ら
が

構
造
を
詳
し
く
分
析
し
た
結
果
、恐
竜
類
（
最

大
長
17
ミ
リ
、
厚
さ
約
０
・５
ミ
リ
）
５
点
、

カ
メ
類
（
最
大
長
４・８
ミ
リ
、
厚
さ
約
０
・

６
ミ
リ
）
２
点
、不
明
（
最
大
長
６
・７
ミ
リ
）

２
点
で
あ
る
と
分
類
さ
れ
た
。

卵
殻
化
石
と
い
う
の
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

質
の
硬
い
卵
の
殻
の
破
片
が
保
存
さ
れ
た
化

石
で
あ
る
。
も
し
も
卵
が
完
全
な
状
態
で
見

つ
か
れ
ば
、
お
そ
ら
く
直
径
９
セ
ン
チ
、
幅

４・５
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な
る
と
い
う
。
ト
ロ
オ

ド
ン
科
の
恐
竜
は
、
獣
脚
類
で
、
鳥
類
の
グ

ル
ー
プ
に
近
く
、
羽
毛
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
全
長
約
１・
５
メ
ー
ト
ル
、
肉

食
ま
た
は
雑
食
性
で
、
後
肢
（
後
ろ
足
）
に

大
き
な
か
ぎ
爪
を
持
っ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
で

出
現
し
、
北
半
球
で
繁
栄
し
た
生
物
だ
。

岐
阜
県
博
物
館
、
筑
波
大
、
千
葉
県
立
中

央
博
物
館
は
共
同
で
、
日
本
古
生
物
学
会
年

高
山
市
荘
川
町
で 

国
内
最
古
、一
億
三
千
万
年
前
の
恐
竜 

卵
殻 

化
石石
発
見

※

トロオドン科かそれに近縁な非鳥類型獣脚類恐竜 の卵殻化石
プリズマトウーリトゥス卵科の一種（提供：筑波大学・岐阜県博物館）

千鳥ヶ淵公園荘川桜銘板

荘川桜

14荘川町で国内最古の恐竜卵殻化石発見



　

２
０
２
１
年
夏
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
２
０
が
開
幕
し
、
私
は

そ
こ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。
担
当
は
、

柔
道
・
空
手
競
技
、
武
道
館
、
表
彰

式
。
ま
ず
は
研
修
や
リ
ハ
ー
サ
ル
を

重
ね
本
番
に
臨
ん
だ
が
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
栄
誉
を
演
出
す
る
重
要
な
役
割

と
認
識
す
る
。
具
体
的
に
は
、
メ
ダ

ル
や
ブ
ー
ケ
を
運
ぶ
「
ト
レ
イ
ベ
ア

ラ
ー
」
と
、
メ
ダ
リ
ス
ト
や
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
を
表
彰
式
に
先
導
す
る
「
エ

ス
コ
ー
ト
」
役
。
当
日
は
、
表
彰
式

の
３
時
間
前
に
は
武
道
館
の
控
室
に

集
合
し
、
役
割
を
決
め
、
表
彰
式
衣

装
に
着
替
え
、
動
線
や
所
作
の
確
認

を
行
い
、
試
合
の
流
れ
を
見
守
り
待

機
す
る
。
表
彰
式
衣
装
は
、
着
物
風

の
ブ
ル
ー
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
美

し
い
東
北
地
方
で
縫
製
さ
れ
た
も

の
。
ブ
ー
ケ
は
控
室
に
運
び
込
ま
れ
、

フ
ラ
ワ
ー
・
ク
ル
ー
（
お
花
の
先

生
）
が
最
後
の
確
認
＆
仕
上
げ
を
お

こ
な
う
。
メ
ダ
ル
は
直
前
ま
で
厳
重

管
理
。
競
技
が
終
わ
る
と
、
控
室
前

の
廊
下
に
メ
ダ
リ
ス
ト
や
関
係
者
が

集
合
す
る
。
金
銀
銅
メ
ダ
ル
が
確
定

し
、
悲
喜
こ
も
ご
も
、
高
揚
感
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
兄
妹
同
日
金
メ
ダ
ル

獲
得
の
阿
部
詩
＆
一
二
三
選
手
や
、

悔
し
涙
の
団
体
戦
銀
メ
ダ
ル
の
日
本

チ
ー
ム
、
空
手
形
金
メ
ダ
ル
の
喜
友

名
諒
選
手
、
そ
し
て
多
く
の
国
々
の

メ
ダ
リ
ス
ト
等
。
そ
し
て
、
ク
ロ
ネ

コ
ヤ
マ
ト
・
チ
ー
ム
が
迅
速
で
機
敏

な
動
き
で
表
彰
台
を
運
び
込
む
。
次

に
国
旗
掲
揚
担
当
の
自
衛
隊
チ
ー
ム

（
陸
・
海
・
空
の
混
成
）
が
一
糸
乱
れ

ぬ
制
服
姿
の
行
進
で
入
場
す
る
。
目

を
見
張
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
で
あ
る
。
私
自
身
、
ト
レ
イ
ベ
ア

ラ
ー
と
し
て
金
銀
銅
メ
ダ
ル
や
ブ
ー

ケ
を
運
び
、
あ
る
い
は
メ
ダ
リ
ス
ト

を
先
導
し
て
表
彰
式
ス
テ
ー
ジ
に
あ

が
る
。
そ
し
て
、
一
緒
に
日
の
丸
掲

揚
を
見
な
が
ら
君
が
代
を
聴
く
。
こ

の
有
難
い
経
験
と
感
動
等
、
で
き
れ

ば
子
供
た
ち
や
友
人
知
人
に
共
有
し

た
い
と
思
う
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０　

武

道
館
に
て　

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ 

Ｃ
ａ
ｓ
ｔ

表
彰
式
担
当　

阿
部 

仁
美
）

会
（
７
月
３
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
で
成

果
を
発
表
。
こ
の
化
石
は
国
内
最
古
の
恐
竜

卵
殻
化
石
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
年

代
は
前
期
白
亜
紀
の
約
１
億
３
千
万
年
前

で
、
恐
竜
は
非
鳥
類
型
獣
脚
類
ト
ロ
オ
ド
ン

科
の
可
能
性
が
高
い
と
の
こ
と
。 

見
つ
か
っ
た
場
所
は
、
荘
川
町
に
分
布
す

る
地
層
、
手て
と
り取
層
群
の
大お
お
く
ろ
だ
に

黒
谷
層
。
前
期
白

亜
紀
の
地
層
だ
。
多
数
の
恐
竜
化
石
が
見
つ

か
っ
て
い
る
手
取
層
群
で
も
、
ト
ロ
オ
ド
ン

科
の
化
石
は
初
め
て
確
認
さ
れ
た
も
の
だ
。

研
究
チ
ー
ム
は
「
こ
の
地
域
が
多
様
な
恐
竜

を
育
む
豊
か
な
環
境
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
」
と
し
て
い
る
。

発
見
者
の
下
島
さ
ん
に
よ
る
と
そ
の
場
所

は
、「
自
宅
か
ら
１
時
間
ほ
ど
歩
い
た
山
の

中
で
、
こ
の
あ
た
り
は
ジ
ュ
ラ
紀
か
ら
白
亜

紀
の
泥
岩
の
地
層
。
汽
水
か
淡
水
の
、
お
そ

ら
く
沼
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
、
亀
な
ど
の
生

き
物
が
た
く
さ
ん
流
れ
着
い
た
。
泥
で
酸
素

が
な
い
環
境
だ
っ
た
の
で
保
存
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
」
と
の
こ
と
。

恐
竜
と
い
う
と
隣
県・福
井
は「
恐
竜
王
国
」

と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物

館
も
あ
る
が
、
こ
の
荘
川
町
は
高
山
市
で
も

岐
阜
・
福
井
の
県
境
に
や
や
近
い
と
こ
ろ
だ
。

こ
れ
を
機
に
新
た
な
恐
竜
の
聖
地
が
岐
阜

県
に
誕
生
？ 

荘
川
桜
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
終

息
後
に
訪
れ
て
み
た
い
目
的
地
の
リ
ス
ト
に

載
せ
る
こ
と
に
し
た
。

（
文
責
・
荒
垣
さ
や
こ
）

※〞

み
ほ
ろ
〞と
読
む
人
が
多
い
が
、正
式
に
は〞

み
ぼ
ろ
〞で
あ
る
。

東京オリンピック2020 表彰式 （Victory Ceremony） ボランティア体験記

日本最古の恐竜卵殻化石の発見場所 （Fujita, 2003をもとに作成）

トロオドン科恐竜の復元画
（画：小田 隆）

阿部一二三選手 金メダル表彰式（TV画面をスマホで撮影）

15 会員投稿「東京オリンピック2020 表彰式 ボランティア体験記」



大
垣
市
見
取
町
に
生
ま
れ
た
私
は
、
物

心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
い
た
り
何
か

モ
ノ
作
り
が
好
き
な
女
の
子
で
し
た
。
あ

る
時
、
母
の
経
営
し
て
い
る
美
容
院
と
住

居
の
境
目
の
扉
を
開
け
た
私
の
顔
に
、
口

紅
が
盛
大
に
塗
り
た
く
ら
れ
て
い
た
の
が
、

居
合
わ
せ
た
お
客
様
や
従
業
員
に
披
露
さ

れ
て
、
爆
笑
さ
れ
ま
し
た
。
手
当
た
り
次

第
に
絵
を
描
く
の
で
、
広
告
の
裏
紙
で
は

足
り
ず
に
藁
半
紙
と
い
う
今
で
は
目
に

し
な
い
紙
を
束
で
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
時
に
父
の
顔
を
描
い
た
絵
が
大

垣
市
展
の
ポ
ス
タ
ー
に
選
ば
れ
て
、
両
親

が
と
て
も
喜
ん
だ
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
に
上
が
っ
て
か
ら
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
体
育
の
ほ

う
が
好
き
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
中
学
生
に
な
っ
た
時
に

油
絵
を
習
う
機
会
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
初
め
て
そ
の
教
室
を

訪
れ
た
時
は
大
垣
市
展
に
向
け

て
大
き
め
の
作
品
を
描
き
始
め

る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た

の
で
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
油

絵
に
も
関
わ
ら
ず
60
号
と
い
う

作
品
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
油
絵
具
独
特

の
盛
り
上
げ
た
筆
致
に
感
動
し
、
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
を
使
っ
た
り
し
て
花
の

絵
を
描
き
上
げ
て
出
品
し
た
作
品
は
、
一

般
の
部
で
佳
作
賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。

高
校
に
進
学
す
る
に
あ
た
っ
て
岐
阜
市

の
加
納
高
校
に
美
術
科
が
あ
る
か
ら
受
け

て
み
て
は
ど
う
か
と
美
術
の
先
生
に
言
わ

れ
て
、
飛
び
上
が
る
く
ら
い
う
れ
し
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
高
校
の
美
術
科

と
い
う
の
は
職
業
科
と
同
じ
で
、
週
に
12

時
間
ほ
ど
専
門
課
程
を
履
修
す
る
の
で
す
。

毎
日
必
ず
美
術
の
時
間
が
あ
る
、
美
術
史・

 　2019年　第83回独立展　F150号　2273×1818

求
め
続
け
る  
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き
ら
め
く
時
の
中
で 

〜 

2021年 良翠會展（岐阜市加藤栄三・東一記念美術館）S50号 1167×1167

16会員投稿「求め続ける～きらめく時の中で～」



彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・
油
絵
・
版
画
制
作
な

ど
一
通
り
係
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
表

現
力
の
向
上
の
た
め
に
は
デ
ッ
サ
ン
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
事
と
、
早
朝
通
学

し
て
石
膏
デ
ッ
サ
ン
に
励
ん
だ
の
は
美
大

受
験
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で

す
。
当
時
、美
術
大
学
は
今
よ
り
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
比
較
的
家
か
ら
近
い
愛
知

県
立
芸
術
大
学
で
は
な
く
、
東
京
藝
術
大

学
を
受
験
目
標
に
選
ん
だ
の
は
、
目
指
す

な
ら
ト
ッ
プ
を
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
二
浪
の
末
に
入
学

で
き
た
の
は
多
摩
美
術
大
学
で
し
た
。

多
摩
美
術
大
学
は
当
時
、
八
王
子
郊
外

に
移
転
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
周
囲
に
何

も
な
く
ア
ト
リ
エ
も
本
建
築
期
間
中
の
プ

レ
ハ
ブ
で
し
た
。
大
学
紛
争
で
教
授
陣
が

大
き
く
入
れ
替
わ
っ
た
直
後
で
、
新
進
気

鋭
の
教
授
陣
が
創
り
出
す
雰
囲
気
は
現
代

美
術
の
扉
を
大
き
く
広
げ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
具
象
表
現
に
こ
だ

わ
っ
た
私
は
独
立
美
術
協
会
会
員
で
あ
る

今
井
信
吾
先
生
の
ク
ラ
ス
を
選
び
、
学
部

の
4
年
生
の
時
に
は
独
立
美
術
協
会
展
に

初
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
大
学

院
に
進
み
、
宮
崎
進
先
生
や
野
見
山
暁
治

先
生
と
の
出
会
い
が
今
の
私
の
画
家
と
し

て
の
精
神
の
在
り
方
を
構
築
し
て
く
れ
た

の
で
す
。

約
40
年
、
独
立
美
術
協
会
と
女
流
画
家

協
会
に
出
品
を
続
け
、
そ
の
間
に
多
く

の
グ
ル
ー
プ
展
や
個
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
、
春
に
岐
阜
市
の
加
藤
栄
三・

東
一
記
念
美
術
館
で
個
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
個
展
は
、
独
立
賞
を
取
っ
た
時

の
作
品
に
会
員
に
な
っ
て
か
ら
の
２
０
０

号
作
品
5
点
を
加
え
た
23
点
を
展
示
し
た

も
の
で
、
私
に
と
っ
て
画
業
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
展
覧
会
で
し
た
。
大

き
い
作
品
を
一
堂
に
並
べ
て
み
る
の
は
今

ま
で
に
な
い
こ
と
で
し
た
。

ま
だ
、
人
生
半
ば
、
平
成
最
後
の
年

の
個
展
の
後
に
も
作
家
活
動
は
続
き
、

２
０
２
１
年
令
和
３
年
に
は
、
大
作
5
点

を
良
翠
會
と
い
う
グ
ル
ー
プ
展
で
展
示

し
、
そ
の
期
間
中
に
岐
阜
高
島
屋
で
の
4

回
目
の
個
展
に
は
35
点
ほ
ど
の
作
品
を
並

べ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
え
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
、
秋
の
独
立
展
に
向
け
て

１
５
０
号
の
制
作
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

没
後
21
年
に
な
る
両
親
の
支
え
や
、
家

族
の
理
解
・
協
力
と
作
家
仲
間
や
美
術
愛

好
家
の
皆
さ
ん
の
励
ま
し
が
あ
っ
て
こ
そ

の
作
家
活
動
継
続
の
道
に
、
真
摯
に
向
か

い
合
っ
て
制
作
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

～須藤美保 略歴～
1975　岐阜県立加納高校美術科卒業
1980　独立展出品（以後毎年）（独立賞･野口賞･小島賞・奨励賞･佳作賞）
1982　女流画家展出品（以後毎年）（神部文子賞）
1983　多摩美術大学大学院修了　
1987　岐阜県美術展優秀賞‘88秀作賞　
1998　文化庁現代美術選抜展　
2001　前田寛治大賞展出品　
2007　損保ジャパン選抜奨励展出品　
2007　岐阜高島屋個展‘15 .‘18 .‘21
2010　独立展独立賞　
2011　独立美術協会会員推挙
2014　日本橋三越個展‘20
2016　The Regina展‘18（髙島屋大阪店）
2017　立の会（銀座日動画廊）
2019　きらめく時の中で 須藤美保展（岐阜市加藤栄三.東一記念美術館）
2020　The ReginaⅢ展　横浜高島屋・大阪髙島屋
2021　銀座光画廊個展‘17
　　　良翠會展（岐阜市加藤栄三・東一記念美術館）

現在：独立美術協会会員・女流画家協会委員　日本美術家連盟会員
https://mihosudoh.jimdo.com/ 　　E-mail  mihosudoh＠gmail.com

1980年 多摩美術大学卒業制作 F150号2273×1818

2010年 独立展独立賞 F130号 1940×1620

 2021年 岐阜高島屋個展出品作品　左／F8号 455×380　右／ F6号 410×318

1997年 独立展初受賞 F130号 1940×1620

2021年 岐阜高島屋個展

17 会員投稿「求め続ける～きらめく時の中で～」
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明
治
記
念
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〇
七
│
八
五
〇
七

東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
│
二
│
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
七
四
六
）七
七
九
〇

明
治
神
宮 

権
宮
司

明
治
記
念
館 

館
長

江
馬
　

潤
一
郎

東京岐阜県人会の発展を
お祈りいたします。
東京岐阜県人会の発展を
お祈りいたします。

松

田

隆

利

〒
一
六
六
│
〇
〇
一
三  

杉
並
区
堀
ノ
内
二
│
四
│
一
一
│
一
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
三
一
五
）
七
八
三
一

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
会
長

〒
一
〇
二
│
〇
〇
九
三  

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町一│
五
│
一
五

V
O
R
T
平
河
町
九
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
一
二
）
五
六
七
八

東
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社
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の
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命
の
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研
究
所 

代
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事

吉

村

泰

典
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應
義
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大
学

名 

誉 

教 

授水

町

重

範

〒
一
六
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
│
二
三
│
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
六
二
七
四
）八
五
五
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

一般
社
団
法
人
運
転
従
事
者
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M
R
I
健
診
支
援
機
構 

代
表
理
事

水

町
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水
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ニ
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ク

水
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水
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エ
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ク
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ニ
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〒
一
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七
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京
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長
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〇
三
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五
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京
岐
阜
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人
会 

名
誉
顧
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松
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ル
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代
　
　
表
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義

郎

副 

会 

長

公
益
社
団
法
人 
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ジ
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ラ
ン
ド
協
会

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
一

東
京
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港
区
虎
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三
│
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│
五

虎
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門
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7
F

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
│
七
│
二

東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
六
二
〇
二
）二
六
〇
〇

株
式
会
社
U
A
C
J

代
表
取
締
役
社
長

兼
社
長
執
行
役
員

石

原

美

幸

八

　木

　茂

　樹

東
京
岐
阜
県
人
会 

幹
事
長

公
認
会
計
士・税
理
士

下
呂
市
出
身

羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
四
七

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
二
二
│
八 

渋
谷
神
山
町
レ
ジ
デ
ン
ス
一
一
〇
四

T
E
L 

〇
九
〇
（
一
五
五
四
）
三
〇
〇
九

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

会
長

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

〒
一
二
〇
│
〇
〇
二
五

東
京
都
足
立
区
千
住
東
二
│
二
三
│
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
八
八
二
）
四
九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
八
八
）
六
四
三
九

美
濃
紙
業
株
式
会
社

近

藤

征

雄

顧
　
　
問

〒
一
〇
四
│
〇
〇
三
三

東
京
都
中
央
区
新
川
一
│
二
一
│
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
七
五
九
）
六
〇
〇
〇

日
本
N
C
R
株
式
会
社

小

原

琢

哉

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

棚

橋

祐

治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内一│
七
│一二 

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー 

石
油
資
源
開
発（
株
）秘
書
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
二
六
八
）
七
〇
一
〇

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
五 

弁
護
士・弁
理
士（
シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所
）

金
沢
工
業
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
ションマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

研
究
科
長・教
授

取
締
役
会
長

本

田

　
勝

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

〒
一
五
〇
│
〇
〇
〇
二

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
│
六
│
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
六
六

学
校
法
人 

清
水
学
園 

理
事
長

平

野

信

行

各
務
原
市
出
身

佐

治

　
久

〒
二
一
六
│
八
五
一
一

神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
二
│
一
六
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
四
（
九
七
七
）
八
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
四
（
九
七
六
）
五
七
九
二

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

呼
吸
器
外
科

教
　
　
　
授

宮

田

博

之

株
式
会
社
　
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長

後援会募集中！
お申込は
こちらから

お願い致します。

宮

田

栄

子

東
京
岐
阜
県
人
会 

監
事

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

幹
事
長

丸

山

由

喜

〒
一
一
五
│
〇
〇
四
二

東
京
都
北
区
志
茂
二
│
一
五
│
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
九
〇
三
）
五
六
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
九
〇
三
）
五
七
四
五

丸
山
由
喜
税
理
士
事
務
所

（
株
）M
C
L
I
N
K
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
有
）C
u
l
t
e
c
h 

代
表
取
締
役

堀
内 

喜
司
夫

〒
一
一
二
│
〇
〇
一
二

文
京
区
大
塚
三
│
三
│
三
│
七
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
四
）四
二
一
一

東
京
都
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

理
　
　
事

髙
井 

健
太
郎

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
│
二
六
│
三
七

グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
戸
山
四
〇
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
〇
一
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
一
七
〇

ジ
ュ
ピ
タ
ー
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙
井 

和

　伸

弁
護
士

〒一六
〇
│
〇
〇
二
二

〒
一
七
七
│
〇
〇
四
四

東
京
都
練
馬
区
上
石
神
井
一
│
一
四
│
八
│
一
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
九
二
九
）七
〇
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
二
九
）七
〇
五
〇

山
田
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

特
定
社
会
保
険

労 

　 

務 

　 

士

山

田

千

春

松

山

高

広

〒
一
六
一
│
〇
〇
三
三

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
二
│
三
│
一
八

S
K
ビ
ル
S
棟
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
九
〇
六
）
五
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
九
〇
六
）
五
二
七
〇

株
式
会
社
安
部
日
鋼
工
業

常
務
取
締
役

〒
一
三
五
│
〇
〇
一
六

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
六
一
五
│
〇
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
六
四
五
│
二
〇
二
八

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社

土

屋

智

義

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

鵜

飼

光

美

本
店 

本
店
長

S
M
B
C
日
興
証
券
株
式
会
社

〒
一
〇
〇
│
八
三
二
五

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
│
三
│
一 

新
東
京
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
八
三
）
二
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
八
三
）
二
五
六
三

遠

藤

宏

治

〒
一
〇
一
│
八
五
八
六

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
│
九
│
五

K.
A.
I
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
八
六
二
）六
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）〇
二
〇
五

貝
印
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長 伊

藤

一

徳

〒
一
八
〇
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町

一
│
五
│
一
〇
│
一
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
七
八
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
九
二
六
〇

株
式
会
社
ア
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役

一
般
社
団
法
人 

日
本
商
環
境
デ
ザ
イ
ン
協
会 

正
会
員

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

会
長

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
東
一
丁
目
二
十
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
七
五
〇
九

https://gifu42.net

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ぎ
ふ・プ
ロ
ジェク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

株
式
会
社
関
電
工

特
別
顧
問

後

藤

　
清

小

原

　
久

東
京
岐
阜
県
人
会 

総
務・企
画
委
員
長

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

御
嵩
町
伏
見
出
身

〒
一
〇
三
│
〇
〇
二
三

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
三
│
九
│
四

日
幸
小
津
ビ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
六
四
三
）
三
五
五
三（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
六
四
三
）
五
三
五
三

株
式
会
社
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー
P
&
G

小

池

宏

明

常
務
取
締
役

編 

集 

後 

記

こ
の
た
び
阿
部
仁
美
前
委
員
長

よ
り
広
報
委
員
長
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
皆
さ
ま
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。思

え
ば
「
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」
編
集

に
関
わ
っ
た
の
は
神
谷
委
員
長
時

代
の
県
人
会
創
立
百
十
周
年
記
念

号
か
ら
で
す
が
、
当
時
と
は
様
変

わ
り
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
世
と
な
り
、

会
員
同
士
の
交
流
も
ま
ま
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
岐
阜
県
学
寮
の

学
生
の
記
事
で
は
、
我
々
の
時
代

だ
っ
た
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
享

受
し
て
い
た
青
春
の
楽
し
い
事
ど

も
が
コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
で
す
べ
て

雲
散
霧
消
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
で

も
自
分
た
ち
で
創
意
工
夫
を
し
て

被
害
を
最
小
に
と
ど
め
よ
う
と
奮

闘
す
る
姿
を
垣
間
見
て
、
思
わ
ず

涙
し
ま
し
た
。
喜
ば
し
か
っ
た
の

は
10
月
頭
に
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト
、
近
藤
サ

ト
さ
ん
の
講
演
会
を
盛
会
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
日
常
を

取
り
戻
し
、
総
会
・
懇
親
会
や
各

種
催
し
で
皆
さ
ま
の
交
流
の
機
会

が
再
び
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
前

号
に
引
き
続
き
ひ
と
月
遅
れ
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

7
月
に
大
石
ア
ケ
ミ
さ
ん
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
副
会

長
を
長
年
務
め
ら
れ
、
近
年
は
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ら

れ
、
会
員
相
互
の
交
流
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
長
　
荒
垣
さ
や
こ

18名刺広告



〈順不同〉

明
治
記
念
館

〒
一
〇
七
│
八
五
〇
七

東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
│
二
│
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
七
四
六
）七
七
九
〇

明
治
神
宮 

権
宮
司

明
治
記
念
館 

館
長

江
馬
　

潤
一
郎

東京岐阜県人会の発展を
お祈りいたします。

松

田

隆

利

〒
一
六
六
│
〇
〇
一
三  

杉
並
区
堀
ノ
内
二
│
四
│
一
一
│
一
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
三
一
五
）
七
八
三
一

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
会
長

〒
一
〇
二
│
〇
〇
九
三  

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町一│
五
│
一
五

V
O
R
T
平
河
町
九
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
一
二
）
五
六
七
八

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長

一般
社
団
法
人
吉
村
や
す
の
り
生
命
の
環
境
研
究
所 

代
表
理
事

吉

村

泰

典

慶
應
義
塾
大
学

名 

誉 

教 

授水

町

重

範

〒
一
六
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
│
二
三
│
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
六
二
七
四
）八
五
五
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

一般
社
団
法
人
運
転
従
事
者
脳
M
R
I
健
診
支
援
機
構 

代
表
理
事

水

町

重

範

水
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

水
町
保
険
診
療
所

水
町
エ
ム
・
ア
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
千
駄
ヶ
谷

〒
一
六
三
│
〇
七
〇
三

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
│
七
│一 

小
田
急
第一生
命
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
三
三
四
八
）二
一
八
一（
代
）

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

水
町
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表・総
院
長

内
科
認
定
医

熊

﨑

勝

彦

熊
﨑
勝
彦
綜
合
法
律
事
務
所

所
長
弁
護
士

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
│
二
十
│
三

虎
ノ
門
法
曹
ビ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス
一
〇
〇
六
号
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

〇
三 

（
三
五
〇
〇
） 

三
六
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
三 

（
三
五
〇
〇
） 

三
六
六
二

〒
105-

0003

星

屋

秀

幸

参
　
　
与

名
古
屋
大
学

陰

山

康

成

代
表
取
締
役

株
式
会
社 

医
道
メ
デ
ィ
カ
ル

〒
一
四
〇
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
品
川
区
北
品
川
一
│
二
二
│
一
七

ニ
ッ
ク
ハ
イ
ム
北
品
川 

一
一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
七
一
二
）
九
七
四
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
六
七
一
二
）
九
七
八
七

古

山

　
茂

特
定
社
会
保
険

労
　 

務 

　
士

社
会
保
険
労
務
士
古
山
事
務
所

〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
三

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
│
二
一
│
一
│
四
〇
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
二
七
九
）
〇
〇
五
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
六
二
七
九
）
〇
六
六
〇

神

谷

一

雄

〒
一
〇
五
│
〇
〇
二
一

東
京
都
港
区
東
新
橋 

二
│
八
│
一

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
ア
ス
テ
ッ
ク
九
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
三
二
）
四
七
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
三
三
）
〇
一
三
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

松
久
グ
ル
ー
プ

代
　
　
表

林

　
義

郎

副 

会 

長

公
益
社
団
法
人 

日・豪・ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
│
七
│
五

虎
ノ
門
Roots
21
ビ
ル 

7
F

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
│
七
│
二

東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
六
二
〇
二
）二
六
〇
〇

株
式
会
社
U
A
C
J

代
表
取
締
役
社
長

兼
社
長
執
行
役
員

石

原

美

幸

八

　木

　茂

　樹

東
京
岐
阜
県
人
会 

幹
事
長

公
認
会
計
士・税
理
士

下
呂
市
出
身

羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
四
七

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
二
二
│
八 

渋
谷
神
山
町
レ
ジ
デ
ン
ス
一
一
〇
四

T
E
L 

〇
九
〇
（
一
五
五
四
）
三
〇
〇
九

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

会
長

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

〒
一
二
〇
│
〇
〇
二
五

東
京
都
足
立
区
千
住
東
二
│
二
三
│
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
八
八
二
）
四
九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
八
八
）
六
四
三
九

美
濃
紙
業
株
式
会
社

近

藤

征

雄

顧
　
　
問

〒
一
〇
四
│
〇
〇
三
三

東
京
都
中
央
区
新
川
一
│
二
一
│
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
七
五
九
）
六
〇
〇
〇

日
本
N
C
R
株
式
会
社

小

原

琢

哉

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

棚

橋

祐

治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内一│
七
│一二 

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー 

石
油
資
源
開
発（
株
）秘
書
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
二
六
八
）
七
〇
一
〇

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
五 

弁
護
士・弁
理
士（
シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所
）

金
沢
工
業
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
ションマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

研
究
科
長・教
授

取
締
役
会
長

本

田

　
勝

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

〒
一
五
〇
│
〇
〇
〇
二

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
│
六
│
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
六
六

学
校
法
人 

清
水
学
園 

理
事
長

平

野

信

行

各
務
原
市
出
身

佐

治

　
久

〒
二
一
六
│
八
五
一
一

神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
二
│
一
六
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
四
（
九
七
七
）
八
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
四
（
九
七
六
）
五
七
九
二

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

呼
吸
器
外
科

教
　
　
　
授

宮

田

博

之

株
式
会
社
　
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長

後援会募集中！
お申込は
こちらから

お願い致します。

宮

田

栄

子

東
京
岐
阜
県
人
会 

監
事

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

幹
事
長

丸

山

由

喜

〒
一
一
五
│
〇
〇
四
二

東
京
都
北
区
志
茂
二
│
一
五
│
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
九
〇
三
）
五
六
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
九
〇
三
）
五
七
四
五

丸
山
由
喜
税
理
士
事
務
所

（
株
）M
C
L
I
N
K
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
有
）C
u
l
t
e
c
h 

代
表
取
締
役

堀
内 

喜
司
夫

〒
一
一
二
│
〇
〇
一
二

文
京
区
大
塚
三
│
三
│
三
│
七
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
四
）四
二
一
一

東
京
都
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

理
　
　
事

髙
井 

健
太
郎

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
│
二
六
│
三
七

グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
戸
山
四
〇
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
〇
一
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
一
七
〇

ジ
ュ
ピ
タ
ー
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙
井 

和

　伸

弁
護
士

〒一六
〇
│
〇
〇
二
二

〒
一
七
七
│
〇
〇
四
四

東
京
都
練
馬
区
上
石
神
井
一
│
一
四
│
八
│
一
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
九
二
九
）七
〇
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
二
九
）七
〇
五
〇

山
田
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

特
定
社
会
保
険

労 

　 

務 

　 

士

山

田

千

春

松

山

高

広

〒
一
六
一
│
〇
〇
三
三

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
二
│
三
│
一
八

S
K
ビ
ル
S
棟
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
九
〇
六
）
五
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
九
〇
六
）
五
二
七
〇

株
式
会
社
安
部
日
鋼
工
業

常
務
取
締
役

〒
一
三
五
│
〇
〇
一
六

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
六
一
五
│
〇
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
六
四
五
│
二
〇
二
八

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社

土

屋

智

義

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

鵜

飼

光

美

本
店 

本
店
長

S
M
B
C
日
興
証
券
株
式
会
社

〒
一
〇
〇
│
八
三
二
五

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
│
三
│
一 

新
東
京
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
八
三
）
二
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
八
三
）
二
五
六
三

遠

藤

宏

治

〒
一
〇
一
│
八
五
八
六

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
│
九
│
五

K.
A.
I
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
八
六
二
）六
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）〇
二
〇
五

貝
印
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長 伊

藤

一

徳

〒
一
八
〇
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町

一
│
五
│
一
〇
│
一
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
七
八
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
九
二
六
〇

株
式
会
社
ア
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役

一
般
社
団
法
人 

日
本
商
環
境
デ
ザ
イ
ン
協
会 

正
会
員

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

会
長

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
東
一
丁
目
二
十
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
七
五
〇
九

https://gifu42.net

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ぎ
ふ・プ
ロ
ジェク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

株
式
会
社
関
電
工

特
別
顧
問

後

藤

　
清

小

原

　
久

東
京
岐
阜
県
人
会 

総
務・企
画
委
員
長

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

御
嵩
町
伏
見
出
身

〒
一
〇
三
│
〇
〇
二
三

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
三
│
九
│
四

日
幸
小
津
ビ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
六
四
三
）
三
五
五
三（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
六
四
三
）
五
三
五
三

株
式
会
社
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー
P
&
G

小

池

宏

明

常
務
取
締
役

編 

集 

後 

記

こ
の
た
び
阿
部
仁
美
前
委
員
長

よ
り
広
報
委
員
長
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
皆
さ
ま
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。思

え
ば
「
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」
編
集

に
関
わ
っ
た
の
は
神
谷
委
員
長
時

代
の
県
人
会
創
立
百
十
周
年
記
念

号
か
ら
で
す
が
、
当
時
と
は
様
変

わ
り
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
世
と
な
り
、

会
員
同
士
の
交
流
も
ま
ま
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
岐
阜
県
学
寮
の

学
生
の
記
事
で
は
、
我
々
の
時
代

だ
っ
た
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
享

受
し
て
い
た
青
春
の
楽
し
い
事
ど

も
が
コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
で
す
べ
て

雲
散
霧
消
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
で

も
自
分
た
ち
で
創
意
工
夫
を
し
て

被
害
を
最
小
に
と
ど
め
よ
う
と
奮

闘
す
る
姿
を
垣
間
見
て
、
思
わ
ず

涙
し
ま
し
た
。
喜
ば
し
か
っ
た
の

は
10
月
頭
に
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト
、
近
藤
サ

ト
さ
ん
の
講
演
会
を
盛
会
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
日
常
を

取
り
戻
し
、
総
会
・
懇
親
会
や
各

種
催
し
で
皆
さ
ま
の
交
流
の
機
会

が
再
び
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
前

号
に
引
き
続
き
ひ
と
月
遅
れ
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

7
月
に
大
石
ア
ケ
ミ
さ
ん
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
副
会

長
を
長
年
務
め
ら
れ
、
近
年
は
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ら

れ
、
会
員
相
互
の
交
流
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
長
　
荒
垣
さ
や
こ

19 名刺広告



東
京
岐
阜
県
人
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